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１． はじめに 
目的地を探すため携帯電話やハンディナビ等、モバイル

デバイスの地図機能を活用するシーンが増えてきた．しか

し，モバイルデバイスは携帯性を重視し小型であるため，

デスクトップコンピュータに比べ物理的に画面が狭く，表

示領域が限られている[1]．そのため地図,写真,Web ページ

等の情報を一覧性の高い状態で表示するのは難しいという

問題がある[4]．例えば,出張で見知らぬ場所にいる時に,

コンビニエンスストアを利用する必要がある場合を想定す

る．図１の G1,G2 に候補となるコンビニエンスストアが位

置し，利用者が現在地点 S を中心とする点線枠で示された

領域の地図をモバイルデバイスで表示しているとする．候

補地がモバイルデバイスの表示領域外にあった場合には,候
補地が表示されないために，情報を得ることができない．

候補地の情報を得るためには,地図のズームアウトや上下左

右にスクロールするなどの操作を行う必要がある．しかし

ながらズームアウトやスクロールを行った場合，現在地付

近の情報の詳細が失われてしまうことや操作が複雑になっ

てしまうという問題点がある．そのためモバイルデバイス

の表示領域の中に，直感的に画面外の必要な情報を表示で

きる仕組みが必要となる． 
本稿では，既存の Overview+Detail 手法の問題点につい

て考察し，その問題点を解決する手法として，地図のルー

ト情報を考慮した目的地候補提示手法 AwarePath を提案す

る．  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図１ モバイルデバイスの表示範囲 
 

2 ．先行研究 
表示領域に画面外の候補地の情報を埋め込む既存の手法

として,「矢印」，「Halo」,「City Lights」が提案され

ている．「矢印」は，図 2-(a)のように現在地から候補地

までの直線方向に向けた矢印を画面領域に表示する手法で

ある．「矢印」では，候補地までの直線距離に応じて矢印

の長さを変える．利用者は，矢印の方向および長さから候

補地の距離および方向を推測することができる．「Halo」

[2][4]は，図 2-(b)のように候補地を中心とする円弧を描

く手法である．利用者は，円弧の円の大きさと表示位置を

見ることで，候補地までの距離および方向を直感的に推測

できる.「City Lights」[3]は，図 2-(c) のように，目的

地の距離に応じた水平なバーを表示領域に表示させる手法

である．利用者は，バーの大きさと位置から目的地の距離

および方向を直感的に推測できる．以上の表示手法をモバ

イルデバイスの地図機能に用いることで，利用者は，候補

地までの距離および方向を読み取ることができるようにな

り，状況にあった候補地を選択することが可能となる．  

「矢印」や「Halo」,「City lights」の手法は，現在地

付近の情報の詳細を表示しつつ，画面外の候補地同士につ

いての距離および方向を提示できる．そのため，利用者は，

候補地同士の情報を直感的に把握でき，判断が容易となる．

これらの手法は特にモバイルデバイスのような表示領域に

制約がある場合に有効である． 

しかしながら, 現実には 「矢印」や「Halo」,「City 

lights」の手法により提示される情報が役に立たない場合

がある．例えば，図１では，現在地から近い候補地として

G1 が提示されるが，実際には川などの障害物があり迂回

をしなければならないという状況が考えられる．車やバイ

クであれば，移動距離が多少長くなってもそれほど問題に

はならないが，徒歩の場合は移動距離を最短とする目的地

を選択したほうがよい．そのため，「矢印」や「Halo」,

「City lights」が提示する直線距離にもとづく表示は必

ずしも有効とは限らない． 

 「矢印」や「Halo」,「City lights」は，候補地と現在

地の座標が計算できれば，表示できるというメリットがあ

るが，反面として，地図のルート情報が反映されないこと

による上記の問題点がある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 各手法 
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3．提案手法 AwarePath 
既存の手法における問題点を解決するものとして，ルー

ト情報を考慮した手法として我々は AwarePath を提案する．

AwarePath では，「Halo」における円弧や「CityLIgths」に

おけるバーの代わりに，現在地から候補地までの道すじを

示す矢印を表示する．候補地が図３に位置していた場合，

AwarePath の手法を用いると，モバイルデバイスには，図

４のように表示される．図４に表示されている AwarePath
は，利用者が図３の現在地Ｓに位置し，候補地が G1,G2 地

点に位置している場合であり，それぞれ G1,G2 に対応して

いる．AwarePath は，現在地から候補地までの道すじを縮

小し，矢印型の表示物として，現在地と候補地の直線上に

表示する手法である．AwarePath 手法を用いることにより，

利用者は以下の情報を直感的に得ることができる． 

(a) 候補地までの道筋を縮小したことから, AwarePath の

長さから,候補地までのルートに沿った距離 

(b) 現在地から見た候補地の方向 

(c) AwarePath の曲がり具合から,現在地から候補地まで

の,大まかな道筋の曲がる方向 

「矢印」や「Halo」,「City lights」は，現在地と候補

地の直線距離の座標表示されているために，現在地と候補

地の間に川などの障害があった場合には，反映されない．

したがって，図３の場合のように，現在地 S 地点から G1

地点までの間に川がある場合，利用者は，実線矢印が示す

迂回ルートを通らなければならないが，点線矢印が示す直

線上の方向および距離しかわからないので，G1 地点へたど

り着けないという問題がある．しかし，我々が提案するル

ート情報を考慮した AwarePath による手法は，上記の

(a)(b)(c)の情報を利用者に提供することができる．そのた

め、利用者は，距離および方向に加えて道筋の情報を得る

ことが可能となる．例えば，候補地同士から移動距離が最

短の候補地を選択したい場合でも，AwarePath を見ること

により，直感的に候補地同士の移動距離を把握し，比較す

ることができる．このように AwarePath は，ルート情報を

考慮した上での候補地選択の判断を容易にする手法である． 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
図３ 直線距離と移動距離 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4  AwarePath 手法 

 

4.まとめと展望 
 モバイルデバイスには,問題点として物理的に画面が狭

く,表示領域に制限がある．その解決案として, 「矢印」,
「Halo」,「City Lights」という，画面外の情報を表示物と

して埋め込む手法が用いられている．しかし，これらの

手法は現在地と候補地の直線距離の座標にもとづき表示

されている．そのため，現在地と候補地との直線距離の

間に障害物などが存在した場合に役立たない．このよう

な問題の解決手法として，我々は，AwarePath の手法を提

案した．AwarePath は，現在地から候補地までのルートを

縮小した矢印を候補地ごとに表示することによって，各

候補地までの距離および方向に加えて，道すじを利用者

に提示する手法である．AwarePath は，(a)候補地までのル

ートを縮小したことから，AwarePath の長さから，候補地

までのルートに沿った距離， (b)現在地から見た候補地の

方向，(c) AwarePath の曲がり具合から現在地から候補地

までの大まかなルートの曲がる方向という三つの情報を

利用者に提供する．本稿では， AwarePath の手法の提案ま

でを行った．今後は，有用性を確かめるため「矢印」,
「halo」,「City lights」と比較のため評価実験を行う予定

である． 
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